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仮装の錬金術  
一 ㍑β折ゐ八鞄如の仮装状況－  
荒 木 正 純  
本論の目的はV・0・FreeburgIのdisguiseの慨念を踏まえ、それを十九世  
紀的だとし、更に発展させたBradbrook望の概念、及びその具体例についての  
考察に補足をし、併せてその表現形式の目眩めく展開を 7払材抽∧物価（以  
後TⅣと略記。なお、今後の略記方法は7滋どガβγUαγdCo”COγdα〃Ce紬ぶゐ〃たe一  
中細γβの方式に従う）に見ることにある。これにより Shakespeare がいかに  
disguise 的発想を劇生成の原理に扱えていたかがわかるはずであり、rⅣに  
新しい読みが可能になる。また、これまで統一なく指摘されてきた rⅣ内の  
修辞表現が実は一つの首的のために創造的に使用されテーマと密接な関係にあ  
ることが知れよう。  
I  
Freeburgの disguise の概念は狭義で、あくまでも登場人物が衣服、つけ  
髭など物理的要素によってidentityを隠すことに限られていたヰ。一方Brad－  
brook は広義に使い、いわばassumed madness の心的要素やSuPpOSed  
deathなど5 をも含めた。だが概念の拡大はそこまでではなく、言語表現にも  
及んだ6。本論はこの後者の概念から出発する。用語は〈仮装状況〉 を主に用  
いることになる。   
物理的仮装状況に関しては、Freeburg のギリシア劇からエリザベス朝劇ま  
での詳細な研究がある。彼はplotの視点から仮装状況を捉え、五つの類型に  
分類した－Tムefemale page，Tbe bD）r bride，Mu比j－djsguise，TlleSpy，  
Tllelover・しかしこの分類の基準は一個人にあるため、例えば集団的仮装状  
況はその視野に入らない。me rb研玩gげfゐβ・馳rαU（以後」沌Ⅵ と略記）  
のSlyはLordの演出する仮装劇に巻き込まれる。FreeburgはSlyの奥方  
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に仮装するPageをthe boy brideに分類するにとどまる。ところがIJOrd  
自らその仮装劇の登場人物になり、従者もSlyがlordであるかのように演ず  
るのだから、ここにほ演劇の基本型の集団的仮装状況が現象しているはずだ。  
従者は従者になるわけだから、Page のように衣服を変えるわけではなく、五  
つの範ちゅうに入るべくもない。そこで従者の演技は精神的仮装というべきも  
のであろう。   
Page や従者たちは自分のためにではなく、領主の座興のために仮装する。  
そこlこは自発的仮装の意志が欠如している。Thefemale pageに属する 7W  
のViolaは男装してCesarioになる。Violaは自らの意志で自らのために仮  
装する。従ってこの自発的意志を無視すれば、Sly も仮装することになる。  
Peasantがlordに仕立てられるからだ。ちなみにSlyはIND・iiでは寝間  
着姿になる。丑払・サI析むβ∫げ椚〝ゐor（以後lサ7F）の Falsta庁がthe  
Witcl10fBrenげordに仮装するのも自らの意志ではない。これも仮装の例に  
するならMalvolioがyellow stockings，CrOSSgarterS7 を身に着け、彼にと  
ってnaturalでない笑いをしてみせるのも仮装になる。だがFreeburgにこの  
例は出てこない。   
集団的仮装といえほ∵け7γで、page，Ford，九ざIistTeSSPage，MistressFord，  
EvansがFalstat‡の面の皮を剥ぐために巡らした計画で、Quickly（Fairy－  
Queen），Pistol（Puck），Evans（Satyr），その他子供達が仮装する。ここには  
自分のために仮装する人物がいる。この例がFreeburgに現われないのは、集  
団的であることの他に、plot の発展に主要な影響力を持たないからだ。集団  
的例で自らは仮装せず、相手がこちらのide】1tity を見透せない状況を生み、  
同時に plot の発展に主要な働きをする例が 7Wにある。Sub－plotに於て  
Toby，Maria，Andew，FabianはMari且の偽造した手紙でMalvolioを苛  
める（bear－baitingのイメジ）。この仮装状況はFalsta仔を苛める集団的仮装  
状況に類似はしているがTobyらは自ら仮装するわけではないので代理的であ  
る。いわば、彼らの仮装はViolaの衣服とは異なり、身体から疎外され、手  
紙8になっていると見れよう。結局Malvolio はα∫∫ル∽βd madnessではなく  
αJJ曙βdmadnessに仮装させられる。狂人を入れるdarkムouseに押し込めら  
れる9のはこの象徴である。更にTobyらはFesteをSir TopasIDに仮装さ  
せMalvolioを苛める11。仮装したFesteにMariaは‘Thoumightsthave  
done thisひ£g加比f≠毎みβdrdα乃dg8ひ乃；ムe sees tllee nOt．’（ⅠⅤ．2．63．イ  
タリックス筆者）という。これは‘cucullus／non facit monachum（＝the   
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cowldoes not make the monk）’（I・5・50■1）と呼応し、仮装状況の本質に  
ふれている。仮装状況とは仮装する者（能動的・受動的）とそれを眺める者との  
相関関係の上に成立する。従って一個人が衣服を変えることは本質的なことで  
はなく、一種の具体化であり、演劇的工夫にすぎない。要は相手から己の  
identity を隠すことだ。ニ者の中間に存在する壁は物理的でも精神的でもよ  
い。物理的壁は衣服でもToby，Andrew，Fabianの隠れるthe boxtreeで  
もよい。仮装の道具が中間に在るとすれぼ、それを自分の方に引寄せ、自らが  
仮装し、自分のidentityを能動的に隠さずとも、相手に押しつけて仮装させ、  
こちらのidentity の見透せない状況をっくればよいことになる12。Dark  
houseに押し込められたMalvolioに、Sir Topasの仮装を解いたFes亡eが  
話しかけると、Malvo】iDは‘Tlleylla、rellere prOpertied me；keep me／  
indarkness，Send ministers to meqassesトー／and do allthey can to  
force me out ofmy wits：（ⅠⅤ．2．91－3）という。彼はToby らの行為はわ  
かっていて、自分を／ト道具13にしているという。だが依然彼らが押しつけた仮  
装の道具は見えていない。つまり偽造の事榔ま01iviaが自分に宛てたものと  
信じている。この仮装状況が解けるのは、Violaの仮装状況の解けるのと軌を  
一にしている14。‘forcemeotこtoFmywits，は精神的受動的仮装状況がつくり  
出されていることを示し、この延長に Feste のりwillheIp）rOutO’亡・BuI  
tellmetrue15，are／younot madindeed，Or do you but counterfeit？’  
（IV・2・114L5）があるD Counterfeitは精神的仮装のことであり、ここから  
Hamletの伴狂は遠くない。二人の相違は仮装の道具（madness）をどちらに  
据えつけるかにある。   
BradbrookはSuPpOSed deathの例に lmogen，Hermioneを挙げる。こ  
の仮装状況にはFreeburgもふれていて16、the spyの項目でfalsereportに  
言及している。False reportはSuPPOSed deathの道具の一つであるが、aS－  
Sumed madnessでもalleged madness でも要するに精神的仮装状灘に必須  
のものと思われる。7Wのこの典型はMalvolioが自分宛てだと信じる手紙  
である。ところでfalse report（嘘）が伝えられてもbelief という要素がなけ  
れば仮装状況は生じない。しかし、これは精神的仮装に限らず仮装状況→般に  
必須である。ViolaがCesarioに仮装して起こす仮装状況に於いても、Cesar；0  
が女性的であると認識しつつも、彼／彼女が他者に示している男性の現われ  
が、そのままidentityと一致するとOrsin0が信じなくては成立しないはず  
だ。また、Malvolioがdark houseの中から‘Believe me，Iamnot・Itell   
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thee true・’（IV・2・116）というが、これはbeliefの要請の例である。   
Freeburgは仮装をplot に COmplication とresolutionを与えるものと  
し、Plot との関係で仮装を捉えるのに対し、8radbrook は仮装の状況に視点  
を据え、隠されたものと顕わされたものとを同時に備えているという両義的状  
況に言及し、pullを類推する。この仮装状況はく臆しつつ威わす〉く顕わしつ  
つ隠す〉 という逆説的状況である。ここには当然idelltity を顕わす対象と隠  
す対象とがなくてはならない。従って劇の知の構造が成立する。例えばViola  
の起こす仮装状況を知っているのはCaptainだけで、OrsinoをはじめIllyria  
の人々は知らない。これはplot上の知の構造であるが、演劇上では観客は知  
らされる17。ここにdramaticirony生成の土壌ができる。しかし、観客には  
全てのことを知らせるかというと、たとえば ヽTiola は誰れが演じるかは、本  
質的にいえば知らせる必要はない。  
ⅠⅠ  
物理的仮装にしろ精神的仮装にしろ、これらは人物とplot との関係の上に  
成立した。しかし、Bradbrookが指摘したとおり、テキストに於ける仮装状況  
がある。まず、mの言語的仮装状況はほぼ次のものである－－－－Ⅰγほtaph叫  
Simile，pun，tranSferred epithet，tIneSis，hipteron proteron，rH）nCe－WOrd，  
metanalysIS，0ⅩymOrOn，SylloglSm，double entendre，equlVOCation，etC・こ  
れからその具体例を見るが、Sh．劇の一幕は劇のテーマが凝縮しているといわ  
れ、mも例外ではないので、スペースの関係上例は出きる限り一幕に絞る。  
1・Metaphor・‘If music be thefood oflove，Play on，／Give me ex－  
CeSSOfit，’（Ⅰ・1・1－2）のmetaPhorでは、muSicがidentity を明かしつつ  
food に仮装する。このセリフは隠（暗）喩が仮装状況を呈することを端的に示  
している。1fとは〈仮（装）〉 ということだ。一度food に仮装すると music  
はroodにまつわる動きをナる。play onという意味のGive me excess of  
itという表現を身にまとう。この過程は男装してCesarioという名を身につけ  
た Viola が男として振舞わねばならないことと同断である。とすれば上述の  
セリフに続く表現－‘that，SurfeitiElg，／The appetite may sicken，and so  
die・’も仮装したmusicの当然の行動となる。   
2・Simile・‘0，itcameo’ermyearlikethesweetsound／Thatbreathes  
upon a bank ofviolets，／Stealingand givir】gOdour．’（Ⅰ・1・5－7）・Flに   
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るこの本文はit（＝Thatstrain）がthesweetsoundのようだとしている。  
これではSimile として十分有効とはいえない。そこでPopeはSOuth（＝  
s。uth wind）に訂正し、D・Wilsonはこれに従った。我々も仮装状況の視点  
からSOuthを採りたい。SOuthに仮装したStrainに合ったイメジが後に続く  
からだ。Orsinoのセリフはこの直後に‘Receiveth asthe sea，’（Ⅰ・1・91）と  
明喩を持つ0   
3．Transferred Epithet18（TEと略記）．‘a11thistoseason／A brother’s  
deadlove，Which she would keep fresh／Andlasting，in her sad re－  
membrance：（I．1．31－3）．‘A brother’s deadlove’と‘her sad remem－  
brance’とはTEで、それぞれ次の二つの表現を基底に持つ。前者はadead  
brother（a brother was dead）と a brother’slove（a brotherloved her），  
後者はSheissadとherremembrance（she remembersher brother）で  
ある。これらが合成され仮装状況を呈している。仮装状況が生じると随伴的に  
新しい要素が起こるが、この条件をもTEは充している。a brother’s dead  
loveからdeadlove という概念が生じる。loveは擬人化されdeadは隠喩  
となり、OliviaのOrsinoに対する冷却した態度及びViolaとSebastianの  
alleged deathによる離別を暗示する。her sad remembrance のもとの意味  
はく兄を想うと彼女は悲しくなるが、そのように兄を想い〉 ということだが、  
sad19remembrance2Oという結合から 〈悲しいことで一杯の想い出〉の意味  
が出てくる。もとの意味では、兄との楽しかった想い出も悲しみの種になるの  
だが、派生的意味では全てが悲しい想い出のようになってくる。   
4．Pun・＜If what validity and pitch soe’er，’（l．1．12）の Pitch は  
height／excellenceの意味を持ち、どちらか一方を採れば他方は隠れる。しか  
し、ここでは同時に両方に解さなければならない。この両義性はViolaが、見  
る者によって男にも女にも見えるandrogynyの状態にあることと符合する21。  
Orsin0はViolaをこう措く22－‘Dearlad，beliveit，／Fortheysha11yet  
belie thy happy years／That say thou art a man．Diana’slip／Isnot  
more smooth andrubious，／And allissemblativeawoman’spart：（l・4・  
29－34）・ちなみに、1ad／man（＝grOWn－up），man／womanとmanが両義  
的に使われている。ここに例示したpunは、一昔に同一の語が結びつき、し  
かもその語が二つの異義を持っ例であった。また、一昔に異なる二語が結びつ  
く例もある。（Curio）‘1Villyou goムmちm）▼lord～’（Orsino）‘1Vムa†，  
Curio？’（Cu・）‘Thehart：（Or．）‘Why，SOIdo，thenoblestthatIhave．．   
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（7・1・16－9）・この文脈は【ha：t】がhartとheartを引きつけるpunを持つ。  
観客がこの状況を知る過程はこうだ。［ha：t］という音は、［h＾nt】から hart  
に結びつき、heartとの結びつきは【－noublist】とその次の行の［ai】（eye）の  
身体用語による。更に、決定的な解明の鍵は‘0，She that hath aheartof  
thatfineframe’（Ⅰ．1．34）の［ha：t】という音である23。   
5・Tmesis24・＜Ifwhatvalidityand pitchsoe’er，’（Ⅰ．1．12）には、‘what  
‥・SOe’er’という tmesisが見られる。これは、もともと whatsoe’erであ  
るから仮装状況を呈している。同時に、この修辞表現はmのテ岬マの一つ、  
twinsに関係がある。破水・出産による双子の分離という原型的イメジ、an－  
drogyny という人間の原初的状態から男女が分離するという神話的イメジ、  
Violaと Sebastianの難破による分離のplot上の転回25を暗示する。この分離  
のイメジは、Captain の次の言葉が強化する一‘True，madam，and to  
COmfortyouwith chance，／Assure yourself，afterour ship did split，／  
When youand those poornumbersaved with you／Hungonourdriv－  
ing boat，’（I・2・8－11）・OurshipがSPlitし、Our（we）がyouand those  
poornumberとSebastianに分離し、更にOur（we）がyouとthose poor  
numberに意識的に分離さている。   
6・HysteronProteron26．．lwas bred and born’（Ⅰ．2．22），‘she hath  
ubjured the sight／And company ofmen：（I．2．40－1）．この二つのセリ  
フはいずれもCaptainのものだが、bornand bred，COmpanyand sightと  
いうべきところをこのように言う。   
7・Nonce－Word・．1didimpetticoatthy gratillity：（II・3・25）はFeste  
のセリフだが、impetticoatは poeket を意味するが、Feste の1ong coat  
を暗示し、その二つを合成しており、gratillity は gratuity の diminutive  
である27。したがって、くあなたのわずかな心づけは、私のコートのポケット  
に入れ、着服しました〉という意味となる。また、im－Petticoatと切ればSh．  
はAs y8uLiheh（II．iv．7）でpetticoat をthe female sex の意味に使  
っているので、くあなたのわずかな心づけは、女のために使った〉 という意味  
になるかもしれない。   
8・Metanalysis・5”7までの例は、一定の表現を常態にもどす作業を観客は  
行なうが、異分析の場合、常態を異常な形にするという逆の作業が行なわれる。  
‘To the gates of Tartar，thQu mOSt eXCe11ent／devilof witt’（Il．5．  
198u9）の devilは do－eVilと異分析すると、thouがMaria を指すから、   
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丸甑レolioを偽造の手紙で苛めるという文脈を考えると暗示的な言実になる。   
9．0ⅩyrnOrOn・‘For what says Quinapalus？“Better awittyfool／  
thanafoolish wit・”’（Ⅰ・5・32－3）のFesteの言葉には0Ⅹ）rmOrOnがあり、こ  
のテーマは、‘Tllisfellowis wise enough toplaythefoolニ／‥．Butwise  
man，folly－fallen，quite taint their wit：（III・1・58L66）のViolaのFeste  
評に現われる。撞着語法は何か隠すものを持つというわけではないが、Viola  
のandro訂ny の両義性に通じるので仮装状況に含めてもよいと思う。Feste  
といえば、彼の使うSyllogismも仮装状況の例とできよう。  
10．どのように分業頁してよいかわからないが、語ないし語句、あるいはイメ  
ジが後出の文脈を暗示する例はrⅣに多い。Orsinoの‘IF music be the  
food oflove．．．’のセリフに、Seaのイメジがある。この苛酷なSeaはViola  
を難破させるSeaであり、これを暗示している。pitchというfalconryの用  
語が出てくるが、これはCurioの‘Ⅵrillyougohu叫m）rlord？’に続く28。  
一度潜むSeaのイメジは‘Ifmusic bethe food oflove’のfood と結合  
し、Valentineの言葉に浮上する一‘And water onee a day her chamber  
round／With eye－Offending brine；allthisto season／A brother’sdead  
lol▼e，lVムjcムsムe－VOuユd keepむes上りAnd】as血g，il】ムersad rernebr且neeノ  
（1．1・30－3）・Water，eye－Offending brine29，SeaSOnにSeaのイメジがあり、  
seasonはpreserve b）r Salting だからrood に関係し、根拠は十分とはいえ  
ないが、SeaSOnを異分析すればsea－SOn となって、直接にsea が現われる。  
また、Tobyの使う accost，front，board，aSSail（Ⅰ．3．53－4），Mariaの‘Will  
youムois【sail，SirP’（Ⅰ・5・19ヰ），これに答える1rjolaの－Ho，gOOdswab－  
ber，Iam to hullhere alittlelonger：（Ⅰ．5．196）が一幕にあが0。   
11．Double Entendre．．If music be the food oflove’のloveはSeX  
でもあり、muSicとfoodが暗示する二つの愛を示ナとJ．R．Brownは指摘  
するNLimmaterialandfanCiful’loveと‘physical，tangibleandsimple’  
iove・従ってLGive me excessofi亡’はLMake me spure w血over－eat－  
1ngSO thatInolonger want to eat：と‘Make me sick ofsex，SOIno  
longerwantsex・’に解せる。このOrsinoのセリフは表面上‘with agilty，  
COntrOl，and decisiveness’で語られるが、実は‘instinctive，SenSuOuS reS－  
ponse anduglythought’を述べていが1。だとすれば役者のセリフの言い方  
で仮装状況が生じることになり、Orsinoのこのセリフの仮装状況は立体的で  
あることになる。いわば仮装の複合的状況だ。このように考えるとOrsinoの   
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セリフに‘The appetite may‥．dte：，‘That strainagaln！Ithadaみing  
fa11・’と dieが連続することが気になる。die は‘detumescence following  
OrgaSrrl，in male orfemale：8已である。この思考はStrainのく緊張、使いす  
ぎ〉の意味に注意を向けさせ、SWeet，breathe，Stealing，giving，Odour，quick，  
fresh，Capaclty，reCeiveth，enter，pitch，fa11，fancy，fantastical，highなどの  
語からSe二丈のイメジを感得させる。一度この思考をナると連想は続きpurge，  
pestilence，そしてついに‘Thatinstant wasIturnedinto ahart：33に到る。  
ここでSeXのイメジは明確になる。hartは間接的に‘suggestiveofanyerect  
penis’34だからだ。またこの思考は01iviaと兄の関係を伝える‘Topay this  
debt oflovebutabrother’にSeXのイメジをもたらすS5。（therichgolden）  
Shaft，SuPplied，fi11ed と SeXのイメジを掻き立てる語が続き、Perfections38  
に到る。‘Womanreceiveth perfection bythemen：という考えが当時あっ  
た。そもそも女は男に比べperfectでないとされ、naught，nO－thing，nOught，  
0などがvaginaを示していた。male organはthingで表現されることもあ  
り、Viola の傍白‘Pray God defend me！Alittle thing／would make  
me tellthem how muchIlack of a man38：（ⅠⅠⅠ．4．293Jl）ほこの例であ  
る。更に0∫Sjnoは‘Aw且y before】ne tO SWeet beds o一触、、rerS！／Love  
thoughtslie rich when canopied with bowers．’（I．1．4l－2）というが、  
lovethoughtはSeXualthoughtになり、SWeet beds39，1ie，boudoirの意味  
を持っbowerはSeXのイメジを引き起こす。ちなみにbow－er と区切れぼ  
bowはvulvaの意味の可能性があるヰ0。このように一幕一場はSeXが背後で  
支配的であることがわかる。   
一幕一場以外の代表的bawdy scene を二つ取り上げる。一幕三場。Toby  
の使ったaccostをAndrewは最初Mariaの名だと思う。そして‘“Accost”  
is front her，board her，WOO her，aSSailher．’（l・3・53）を聞き、‘By my  
troth，lwould not undertake41／herin this company・Is thatthe mean－  
ing of“accost”P’（Ⅰ．3．55－6）と誤解する4ま。定説の例を拾うだけでも、im－  
POtenCeを表わナ‘It’s dry，Sir・’43（l・3・70），｛andI／hope to see a hus－  
wife take thee between herlegs and spinit o且’（Ⅰ・3．97－9），‘AndI  
thinkIhavethe back－triek，Simply as／strong asany maninIllyria・’44  
（Ⅰ．3．116【7）が考えられる。二幕五場。丸Ialvolioが手紙を読む∬‘月y my  
life，thisis mylady’s handi5・These be hervery C’s，her U’s and her  
T’s；and thus makes she her great P’s：（II、5．86－8）‘C－U－T’が cut46   
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になってVaginaを表わし、P’sはPissを表わす。したがってgreatはPun  
になる。この場の始まる頃から Fabian を中心に‘0’を連発する。これが  
凡フ椚β∂暫、ルJigとの‘0’（lIl・3・91）のようにVaginaを暗示するなら、れIal－  
volioのC－U－Tの序曲になっている。この‘0’の頂点は‘nl．0．A．T，と  
かIalvolioが手紙を読む所で、0は強調される。  
12‘1606年に舞台に於ける profanityの使用禁止の法令が出て、Original  
textで使われたGodがJoveに換えられたと考えられている箇所がある。こ  
れは世情が劇に強制した仮装状況であり、権力に対処するためのものであった。  
一般に仮装的思考の背景には、かかる要因があるものである。このような言葉  
に関する時事的仮装状況は、たとえば次のものに見られる一‘wordsノare  
very rascals，Sincebonds disgraeed them・’（TII・1．19－20）・これは、Gun－  
powderPlotの一味のHenryGarnettが法廷で行なったEquivocationの  
使用に言及しているという説がある47。mにこの例を利用することは、仮装  
状況の視点から有意義である48。  
ⅠⅠⅠ  
言語レヴェルの仮装状況のうちで、lIで述べた例の他に、AllusionとEcho  
いう修辞技術によって生成されるものが考えられよう。7「Ⅳのallusionsは概  
略、ギリシア・ローマ神話、聖書、Sh・の他の作品49、他の作家の作品、歌謡、  
諺、中世及び当時の知識に対してなされる。nVの最初の例は、ギリシア神話  
である。‘Thatinstant wasIturnedinto a hart，／And my desires，1ike  
felland cruelhounds／E’er since pursue me．’（I．1．22－4）はDiana の  
裸身を見てhartに変身させられたActaeonの物語へのallusionである。こ  
こに隠されたD血aのイメジは‘Diana’s】ip／Ⅰ5月Ot mOre SmOOtlla刀d  
rubious：（I．4．31－2）に顕在化する。またme（Orsino）を追う felland  
CruelhoundsはMalvolioをmadnessに仮装させ、dark houseに追いた  
てるToby，Maria，Andrew，Fabianに変身する5O。‘therichgoldenshaft51’  
（Ⅰ・1・3軋‘Arion orlthe dolph壬皿’s back’（12・15）もギリシア神話のa】】u－  
Sionsである。この三例は直接には0vidの作品に言及している。ここでわか  
るとおり TNは古典的神話世界のallusionsを多く持ち111yriaやElysium  
はその雰囲気づくりをする。こうした例のうちMercuryという語は興味深い  
－‘lowユIercuryer－due tlleeⅥ7jfll】easirlg，’（Ⅰ・5．92）・丸Iercuryは道化   
36  荒 木 正 純  
の原型とされ両義的存在52だから Feste がこの神に祈願するのは有意義だ。  
‘Hallowyour nameto the reverbratehills／And make thebabbling  
gossip ofthe air／Cry out“Olivia！’（Ⅰ．5．261－3）ほEchoのallusion．  
‘1ikethesweetsouth’（Ⅰ．1．5），‘the鮎ckofalla庁ectionselse／Thatlive  
in her；’（Ⅰ・1・37r8）はSidneyのArcadiaのallusionsとされている。ロ  
ーマ伝説の例としてLucreceのことがでてくる－‘Soft！andtheimpres－  
Sure her Lucrece，With which she uses to seal．’（II．5．91）．01iviaが  
Cムasfityの典型のLucreceを封印に使うとは興痍深い。01viaはappearance  
としてChastityを装うが、これに反する激情をヽriolaに対する愛という形で  
封の中に秘めているからだ5∂。この点でOrsinoと同類である。‘Fieoヱ一九im！  
Jezebel！’（II・5．40）は旧約のZKings16．31，‘Isaythereisno darkness  
butIignorance，in which thou art more puzzled thanthe／Egyptians  
intheirfog．’（Ⅰ＼「．2．4Z－4）は旧約の且方0血∫10のallusionsである。その  
他TroilusとCressidaの物語、HeliodorusのEthippica ＾の例が allu－  
Sions としてある。当時流行した歌謡、古い歌謡の a11usionsが見られ、  
mlahoodは十曲学げ、六例には楽譜をつけている。   
rⅣでの優勢なイメジと時事的 allusion とが結合した例がある。‘1ike  
MistressMall’spicture’（I・3・120），．Did younever seethe picture of  
We Tムree？’（ⅠⅠ．3・15）はpicure と、‘bed ofWare’（ⅠⅠⅠ．2．45）ほbed，  
‘icicle on a Dutchman’s beard’（I7Ⅰ・2・26），‘thenewmapwith theaug－  
meエー亡8仁ion540ftムelndies’叩Ⅰ・2・75）は－rOさrage，‘わra pensio】10ftllOu－  
Sandsto be paid from the Sophy’（1Ⅰ・5・173）はVOyageとmoneyであ  
る。＜Tl）elady of’the Strachy married theyeomanofthewardrobe’（1I・  
5・38）はdressのイメジであり、仮装とも結びつく。   
Proverbに関してはLatinのものが目立つ。‘cucullus non facit mona－  
Chum’（Ⅰ．5．50），‘diluculo surgere’（lI．3．2）ほLatinのままだが、英訳  
の例もある一‘in grain’56（I・5・227），‘Go，Shake yourears・’5了（1Ⅰ・3・121）。  
‘pleasure willbe paid：（Il・4・69），‘midsummer madness’（IlI・4・56），  
‘thethrid paさ7Sfor all・’（Ⅴ・1・35）は英語の例である56。   
時事的知識のallusionsは．当然Anachronismになるが、この例は中世的  
世界の風刺になっていることがある。‘Does not ourli＼▼es COnSist of the  
払urelemerltS？’（Ⅰ王・3－9），‘Faiれso tbey say；butItbi∫1kjtra止ercon－  
Sists of eating and drinking：（1Ⅰ．3．10）の連続したセリフは中世のfour   
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elernents を否定している。‘Pigrogromitus，Of the Vapians passing the  
equinoticalofQueubus・’（7Ⅰ・3・22）という FesteのPatterは天文学、占  
星術への風刺である。Pigrogromitus，Vapians，QueubusはそれぞれSh．の  
造語らしくnon－SenSe である。従ってidentification不能のものだ。nOn－  
senseの言葉ではないが、‘Bonos dies’（IV．2．12）のFesteのmockLatin  
も仮装状況をつくり、学識への風刺になる。これらは Feste の仮装（Topas）  
に通じているだろう。   
仮装との関連で象徴的なEchoの例を挙げると次のものになろう一リtis  
the morelike to befeigned；’（1・5・1S8）・これは一thetrueStPOetryisthe  
most feigning．’（』∫yO〃エよ烏β力，Ⅰ】1．3．17－8）のechoだ59。   
Euphemism も当然仮装状況を生む。たとえば、rⅣでいくつか拾うと、  
‘telltales ofme（＝betray myfeelings（bytears））’（Il・1・37），‘thepreg－  
r）ant enemy（＝Satan）’（ll・2・28），‘shake yourears（＝CallingMa王volio a  
donkey’（ⅠⅠ・3・121），‘the melancholy god（＝Satan）’（lI．4．72），‘metal  
ofIndia（＝pure gOld）’（1Ⅰ・5．1ヰ）などがある。この例で興味深いものは次  
の例である－．Who you are／and what youwould areoutofmywelkin  
rlmight say／‘element，’but the wordisoverworn．’（III．1．56p8）．この  
発想は1）out ofmy a払昭勅 2）element＝Sky＝Welkin 3）out ofmy  
welkin という Feste得意のSyllogismであって、Dekkerに風刺されたBen  
Jonsonのelement の使用を弁護していがOとすれば、時事的allusionでも  
ある。ここではWelkinのidentificationが行われているのも興味深いことだ。   
登場人物の名にも仮装状況があると見れる。Orsino61は、1601年英国を訪  
れたVirginio Orsino という Duke of Braccianoをモデルにしているらし  
く、丸Ialvolio6ヨはトwant一丸lollの意味を持ち、SirⅥ’illiam Knollyをモデ  
ルにしているという。これらは時事的allusions でもある。しかしⅣhlvolio  
という名は∫gぶβC｝▲がcわの Messer AgllOlⅣIalevoltiから得ているとする  
と、作品のallusionにもなる。作品的allusionsではViolaる3は7Ⅵef屯mβ〟∫  
流血り可1勤壷槻 のVioletta，01ivia64ほQueen Olivia を基にしてい  
るふしがある。Violaの名乗るCesario65はGl’hganni（Curzio Gonzaga）  
のCesareだという。Maria66は Cg∽fゐe Cb肪βrのMarianらしい。こう  
したallusionsを持たないと思える人物も何らかの意味を帯ている。そこには  
これまでの研究で多義的構造があるようだが、その一例をあげると、SirToby  
Belchのbelchは酒を飲んで出す「おくび」、Sir AndrewAguecheek67は   
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スペイン語の andrajo（＝a despicab王e person）ないし aguicia cムica（＝  
1ittleⅥ宜）と思われる。R′Iariaは自らn′Iary と名乗り、他人からもそう呼ば  
れることがあるが、MariaはMaryのLatin形で、Wished for childない  
しrebellionを意味しているようだ附⊃Fest69はfestivityかfeastを暗示し、  
r八「の祝祭的雰囲気を表わす。  
ⅠⅤ  
作品レゲエ／レの仮装状況には、二つの相がある。Plotを生んだSOurCeSの  
問題と時事性の問題とである。確実性の強弱はあるが、Sム．の作品外のSOurCe5  
は次のものだと考えられている70一且如〟β仁み∽盲（Plautus），G㌘九g（抑7g（Cur－  
2・io Gonzaga），Secchi’s play（1562），L’hlleresse（Secehi），Gl’hlgannali（不  
詳）、Novelle（Bandello），Hecatommilhi（Cinthio），Fareuell10Militaire  
Pr（垂5∫gO”（Rich），アブⅦβ入b〝βfわ〃（JohnDarrell），か如0γどサイ亡ゐeFγd〃du－  
lent Practise∫qFJoh71Darrel（SamuelHarsnett），Alrismus（Emmanuel  
Forde）．この相の仮装状況で観客がidentitication を行なうことはJohn  
Manninghamの日記の一節（1601年2月2日）が証明しているはずだ。   
時事性の問題については、AndreⅥ▼は当時の成金で、金で貴族の称号を買い  
とった新興階級を反映し71、Mariaは貴族の娘で、父に持参金を与える余裕が  
ないため、裕福な貴族の家に住み込んだのであり72、色々な点でAndrewと対  
照的である。当時政治的力も持ち始めた清教徒を反映するのがⅣ1alvolioであ  
り、彼はまた勢力を得てきた中産階級の人間でもある75。更に、こうした政治・  
経済的時事性の対立の他に、文化的対立も考えられる。Orsino はCourtly  
Loveの伝統74を、01i、riaは／レネサンス的愛を象徴している。宮廷恋愛の理想  
の女性と思われた01ivia75が実はルネサンス的タイプの女性だったのだ7β。   
戯曲レゲエ／レの他た、演劇的レゲエルの仮装状況がある。生身の個人が役者  
になり、その役者がOrsiflOに仮装する。時代の制約でViola，0ユivia，丸Iaria  
は少年が仮装する。そこにはく少年／女性〉 という仮装状況が生成し、1riola  
は更にく女性／少年〉 という仮装状況を起こす。しかし二種類の少年は同一  
ではない。後者はplotの少年だから、〈少年／少年〉 という仮装状況も成立  
する。こうした状況のもとで01iviaに仮装した少年が01ilriaの少年を愛す。  
またレヴュルを交錯させれば01iviaという成熟した女性が少年を愛する。  
Orsinoという成熟した男性が〈01ivia／少年〉を愛する。その成熟した男性   
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を〈Cesario／少年〉が愛する77。従って‘Saythatsomelady，aSPerhaps  
thereis／Hath for yourlove as great a pang ofheart／Asyouhave for  
Olivia．ナ（1Ⅰ．ヰ．88－90）の＼riolaのセリフの1adyはman に置換えることが  
できる。そうした響きを持っ。Iadyに仮装状況があるのだ。同様にOrsinoが  
Violaの表情を描写する時、そこには少年愛的響きが感得される。物語のレグ  
‡／レに限っても、Oliviaという女性がViolaという女性を愛する。01iviaに  
は同性愛志向はないという説78もあるが、01ivia という人物の問題ではなく、  
観客がそうした状況を感知できるということなのだ。そこで rⅣはJan  
Kott79 の言葉でいえば、同性愛的傾向の人間にはまたとない楽しみがあるこ  
とになるだろう。   
このように mが両義性を核とする彩しい仮装状況を作り出しているとす  
れば、ここに繰り広げられるものはまさしく〈仮装の狂宴〉とも呼ぶべきもの  
であり、祝祭劇としてふさわしい雰囲気を醸し出しているといえよう。この狂  
喜の生成の技術はく仮装の錬金術〉と呼べよう。従って劇生成原理はRebisで  
もある。HermeticsのRebisはphilosophers’stoneのことであり、doub】e  
やtllrO bodiesを意味し、androg）′n）丁の象徴であったβD。  
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18）Cf．拙稿「転移修飾語句と意識の構造」『オーッカ・レヴュー』No・13・  
1g）p－1nに使用されたsad の例一0払fαく‘Isentfor yo11upOn8Sadoccasio∫－”  
（ⅠⅠⅠ．ヰ．1鋸肋JuoJオ○“God，1adylIcouldbesad＝”（ⅠⅠⅠ・4・19）・01iviaはSerious   
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にnIakolioはSOrrO、Vfulに解している。そこで“sad remembrance”（Ⅰ・1・33）の  
s8dをSeriousに解すると01iviaとbrotherの関係が意味深長になる。   
2O）狂気のOpheliaは兄Laertes を前に“There’s rosemary，that’s for remem－  
brance；／p叫r，love，rememberノ’（ガ加扉れⅠⅤ・5・175－6）という。rOSemaけの花言葉  
はremembranceであり、ラテン語形はr6smaris（＝dew ofthesea）である。rOSe－  
maryと切ればmaryはMarytheVirginの連想を持ち、01iviaが兄のため男性を寄  
せつけないという文脈につながる。ちなみに01iviaほFesteから madonnaと呼ばれ  
る。この言葉はFesteしか使用せず、十例中九例が一幕五場に限られている。また一幕  
のSeaのイメージがこういう形で潜んでいることは興味深い。したがってSad remem－  
branceは間接的にVjola，Sebastianの難破による別離を暗示している。この観点から、  
Orsinoが行く‘sweet beds of80WerS’（Ⅰ．1．41）のfIowersはrosemaryがふさわし  
い。   
21〉JanIこottはViola の仮装の意味を androgyny としてとらえている。Violaが  
Diana に比較されるのは EdwardII（Ⅰ．1）と関係がありそうだという。（ぶ加点g坤ビ〃げ  
仇げG細加坤肌叩，（1965；rpt．University Paperbacks，1975）pp．215－6）またViola  
の“Ihold the oliveinmy hand；”（I．5，202）は“Andinhis sportfulhands an  
olive－tree，”（且7紆drd〃，Ⅰ．1．10）の echo と考えられる。更に目の錯覚ということは  
“changeable ta庁eta”（丁Ⅰ・4・73），“a Very Opal”（ⅠⅠ・4．74）などが象徴し、最終的に  
“one face，One VOice，One habit，and two persorlS！／A naturalperspective，thatis  
andis not．”（V．1．213－4）に帰着する。またFeste：3：“Iam for allwaters．”（IV．2．  
62）という。   
22）“AndI，pOOr mOrlSter，”（ⅠⅠ．2．3ヰ）と ヽTiola は自己を描写する。mOnSterは  
neither man nor womanである（Mahood，P．150）．また monsterは something un－  
nattlralということでもあり“a naturalperspective”（Ⅴ．1．214）に通じる。Festeは  
Violaを見て”NowJove，in his next commodity ofhair，Send／thee a beard！”  
（III．1．43－4）といい、Violaは“By my troth，Ⅰ’11te11thee，Iamalmostsick for／  
one－（aslde）thoughIwould not haveit grow on my chin．”（ⅠⅠⅠ．1．45－6）という。  
oneは両義的でbeard とmanを意味する。ついでにいうと、aSideは演劇として仮装  
状況を生む。   
B8）［hq：t］Lhart／heartのpunは“He started one poorheartofmine，inthee’’  
（ⅠⅤ．1．58）のOliviaのセリフに現われる。今度は01iviaが自分をhartに見たててい  
るが、Orsinoの例と対比すると興味深い。ちなみにstartはhunting termである。   
24）ギリシア語でCuttingの意味を持つ。ちなみにTNのWhatsoe’erは三例（Ⅰ．1．  
12，Ⅰ．3．110，ⅠⅠⅠ．4．147）で他のものはtmesisされていない。またCutの使用は三例  
（Ⅰ．3．114，Ⅰ．3．115，ⅠⅠ．3．179）で、全て性的イメジを持つ。この典型ほMalvolioの  
C－U－T で示される。従ってこうした具体的表現法が潜在的に性的イメジを支えている  
といえよう。   
25）“0，thatIservedthatlady，／And might not be delivered to the world”  
（Ⅰ．2．42－3）のSerVe，deliverには出産の意味がある。これは、VioIa が男装してand・  
rogynyの状態になる原因が1毎での難破だということと関連がある。   
E8）この修辞表現は広義にとれば、Violaが双子の兄の姿をすること、01iviaがOr－  
Sinoの愛を断っていた状態が、Violaから愛を断わられる状鮭になることを暗示する。   
2T〉 九Iahood，p．151．   
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28）huntingのイメジは多くあり、一幕一家だけでもDiana（狩猟の女神），hounds，  
the rich golden shaft という Cupidの矢が出てくる。   
29）“Sheis／droⅦnedalready siT，Wi血saltwater，thougtヽIseemto／drownher  
remembrance againmore．”（tI．1．268）という Viola を偲んでいう Sebastianの言  
葉はⅠ．1．30－3の作品内echo ともいうべきものである。ちなみに 01iviaが兄に対し  
て泣を流すのと対照的である。またseaとfoodの結合した作品内echoほ次のものだ  
p“Alas，theirlove may be called appetite．／No motion of theliver，but the  
palate，／That suffer surfeit，and revolt．1htmineis allas hungry as the sea，／  
And candigest as much，”（ⅠⅠ．4．969）．ここでもsea，foodがlo、－e の仮装状況を呈  
している。   
30）ここにほVOyageのイメジがあるが、これは星のイメジと関係し、更に fortune  
と結びつく。   
も1）John RussellBro、、▼n，S）lahespeare’sDramaticStyle（1970；rpt．London：Heineq  
mann，1972）pp．132－159．   
82）E．A．M．Colman，r力gβrα研αf7亡び∫βげ月α軋め′f〃ぶ力dゑe坤抑・e（197ヰ；London：  
Longman，1976）p．191．   
B島）Thatinstant とはDiana（01ivia）の裸身を見た時だから、hartになるとはpenlS  
の erection を示すはずだ。hart になる Actaeon は‘a type figure of cuckoldry’  
（Colman，P．182）でもある。五葉二場でOrsinoがViolaにOliviaを奪われたと考え  
ることは、ここで即に暗示されていることかも知れない。ちなみに“tbereis no true  
cuckold but calamity，”（Ⅰ．5．46）と Festeは01iviaにいう。   
3ヰ）Colmallは直接hartを例示していないが、hornの項目でこの説明をしている。   
85）cr．注20．   
38）“Ifeelthisl▼Outh’perfections，”（Ⅰ．5．285）は Viola について述べているので  
dramaticironyになる。“To die，eVen When they to perfection grow：’（II．ヰ．41）  
は女性が性交でperfectになったとき、OrgaSmに達しdetumescence になるという意  
味にとれる。   
37．01iviaがViolaにringを送るのは象徴的である。ring もvulvaを意味するか  
らだ（Colmarl，p．211）．またViola が仮装する eunuchは去勢のイメジを持ち、“If  
thou hast her noti’the end，Callme cut．”（II．3．179）とTobyがいうとき、Cutは  
geldingである。このgeldingのイメジは“My purposeisindeed a horse of that  
COlour．”（11．3．1（）0），“And your horse now would make tlim anass．’’（工L3．161）の  
horse という語から生まれたものだ。ついでに言えば、01iヽ▼iaがrmg を与えるのに対  
し、Orsinoは‘give herthisj帥■elノ（ⅠⅠ．4．123）という。   
8畠）male organに関する言葉；“thou mightstnever drowswordagain．”（r．3．59），  
“Therefore on，OrStrip your／sword stark naked；．．／or forswearto weariron  
about you・”（III・4・244－6），“Putup yOur SWOrd”（ⅠⅠⅠ．4．304），“Put upyOuriron”  
（ⅠⅤ．1．38）．   
る9）bedがsexと結びついた例：‘‘a day－bed”（ⅠⅠ．5．47）“Willthou go to bed，  
MoIvolio？”（III・4・28）のOliviaのセリフに対するMalvolioの“Tobed】Ay，SWeetT  
heart，andI’11cometo thee！”（ⅠⅠⅠ．4．29）というセリフ。gO tO bedは“Forsexual  
intercourse’’（Colman，p・184）を意味しているとすれば、Malvolio はそのように解釈  
していて彼の性欲の仮装の暴露をしている。   
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川）」拍ね．，p．185．   
41）under－take と切ると、後出の”put dovL▼n”（Ⅰ．3．78）と呼応する。put down  
はptlnで山亡Odefe8tjn8rg－ユmenとけと“tolay a wom且n do－1rn for5eXu8】iJ血r－  
course’’（Colman，P・210）の意昧を持つ。だからAndrewがMariaにputdownされ  
たというのは皮肉である。Andr鮒「の男性としての弱さを示す。   
42）Andrew の低能を示す工夫として Toby の外国語使用が挙げられる。Tob〉rは  
M加壷に“He‥・Speaks班reeorfour加gl】ageS WOrd forⅥ▼Ordll▼i抽outbook，’’（Ⅰ・  
3．2ヰー5）というがこれはAndre、、rを仮装させる。そして外国語の使用でその仮装を暴く  
のである。   
48）‘‘Sir Andrew，missing the polnt，repliesthat he has wit enough to keep his  
hand dry－Ⅵ′henurinating，preSumably・”〈Colman，p，197）LこれはTobyの“make  
water butin a sink・apaCe”（Ⅰ．3．123）につながる。Cf．注45．  
14〕back－trick は pun で“a back、、’ardleap”と“copulation”の意味を持つ  
（Colman，P・1S3）・“the audiencei＄meanttO CatChthesexualmeaningof‘trick’，  
f。1lo＼、▼ing on‘mutton’，Ⅵ五ch could meaれ‘aioDSeⅥ70man’．”（MallOOd，p．1ヰ0）．こ  
のように考えるとこの文脈に現われるdance のイメジはsexualintercol汀Se のリズム  
と結びつく。ちなみにリズムとba、、てけの結合例はTobyの“make water butina  
sink－8paCe．”（Ⅰ．3．123）である。SinkはSeⅥ▼erの意味を持つpun（れtabood，p．1叫）・  
またSeXとfencingのイメジが結合する。   
45）ユ4ariaのa血y hand と呼応し、性的イメジを喚起させるが、もしそうだとすれ  
ば一般的に性器を表わすことになろう。たとえばMariaは“nowlet goさrOtけhand，I  
am barren．”（Ⅰ．3．76）というが、ここから生じる‘Handisout．”のイメジは“beout  
（＝have penisoutofloved－One’svagina）”（Colman，p・184）である。またこの表面的  
意味はhand－Writingであるが、当時EnglishstyleとItalianstyleがあり、後者の方  
が読み易く fashionableになっていた。Malvolioは‘‘Ithink we doknow the sweet  
Roman hand．”（ⅠⅠⅠ．4．27）といい01iヽriaがItalian style を使用していることがわか  
る。従って、ここからも01iviaがfashionableだということになろう。Cf・注7・   
48）Cf．注37．2．17で述べるが、double entendreはeuphemismの一例でもある。   
47）J．D．Wilson ed．7be埴h N8ghl（1930；rpt．，Cambridge University press：  
ユ97ユ），pP．99－】00．  
18）Mariaの手紙はこの具体的表現である。   
49〉 Orsino－01ivia・Violaの愛の三巴は、5如拙れ の愛の関係と関連していると、Jan  
Kottは見ている（朗融明細椚Our C8”fゼmタOrdげ，p・191－236）．   
抑 S心Tobァは丸faria を許して“She’ざa beagle true bred，”（ⅠⅠ．3．172）という。  
beagleは“smallbut keen andinte11igenthound”（Mahood，p．156）である。また  
Malvolioが手紙を読んでい，ると“Nowisthewoodcocknearthegin・’’（ⅠⅠ・5・83）と  
Fabianはいう。TobyはMalvolioを“my bawcock’’（III．4．112），“Chuck”（1【Ⅰ．4・  
113），“biddy’′（Iff．ヰ．115）と呼び、概してMalvolioにはgameのイメジが与えられ  
ている。   
51）C11Pidの二本の矢の一本のことだが、隠された愛の神Cupidのイメジは“Love  
make hi5heart or8int，thatyou shalllove，”（Ⅰ．5．275〉に頗在化する。とはいえここ  
でも直接に仮装を明しているわけではない。Violaはここで01iviaの愛する人がCupid  
の鉛の矢で射られればよいと願うが、その人とは自分のことになるわけで、彼の 01ivia   
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とViolaの関係を暗示している。01ivia－Orsino，Viola－01ivia，Orsino－Violaの  
関係ほ同質のもので、Cupid のイメジを介して DaphneとApoIIoの神話的関係を示  
している。   
52】山口昌男『道化の民俗学』（新潮社）を参罷っ この中ではアルレッキーノと1王er・  
CⅥTYとの関係が主に説かれている。mではアルレツキーノ的人物は存在せず、Feste，  
Maria，Toby，Andrew，Violaなどの人物に複合化されている。“Tothegates ofTar・  
tar，tho－1mOSt eXCellent／deviloFwit！’’（ⅠⅠ．5．198－9）ほ暗示的である。Mercuryは  
商売と取引きの神でもあるから、7Wで金銭の授受が幾度かあるのは単なる偶然でなく、  
また市場とカーニパルとは関係があったから、mの祝祭性は十分に明らかになる。   
5已〉 sealという動詞は‘‘she willveiledヽヾalk”（l．1．ユ9）と呼応する。impressし汀e  
は“Give melれy VeiI．”（Ⅰ．5．159）と呼応する。   
S4）augmentation は WarlVicksllire方言。この方言性には仮装状況の意識はないだ  
ろう。Cf．Hilda九丁．Hulme，軸わ相め那ど〝5月α烏ビゆedγe’∫エα〃g打〃gg（1962；rpt．，ye＼V  
York：Longm8n，1977）pp．339－ヰ0．   
55）dre5Sのイメジと仮装状況とは最も密接である。“yOu muSt COn丘ne yot】rSelF  
、Vithin the／modestlimits ofofder．”（I．3．7－8）とMariaがTobyに仮装を迫ると  
‘‘Con丘ne仁‖1con丘ne mlr5elf n・⊃丘ne一也atIam．”（Ⅰ．3．9）と Toby はdTeSS のイ  
メジを用いて断る。また OrsirlO は“Butヽl・henin other habits you are5een－／  
OTSin｛〉’smistTeSS，arldllisfanc7’s queenl”（Ⅴ．1．384－5）という。   
58）Hilda M・Hulme，勒J〃用ょぎo〝Jオ〝ぶ月α烏哩g虎rg’∫エ〃汀g〟αgg（1962；rpt■，New  
York：Longman，1977）pp．169－70．   
珊．肋吼p．197．   
58）proverbないしCatCh－phrase と punが結びついた例一“fear no coIours．”（Ⅰ．  
5．5），“Iam dog ata／catch．”（lI．3．S8－9）   
59）MallOOd，p．14（〉．   
60）Cf．D．Wilson，TⅣNCS，p．1斗3．及び11ahood，p．164．   
81）丸Iahood，pp．22ヰ．   
吋肋吼p．1ヰ3．   
略〉．柑ね．，135．   
84）Jbgd．，p．135．   
阻）一拍ね．，p．141．   
66）乃Jよ，p．134．Marianはuntamable shrew とされているから、Arldrewが初対  
面でMariaに‘‘竃Iessヮou，fair shrew．”（l．3．叫〉 というとき、Marianのa11usion  
になっているだろう。   
軒〉 j怯道．，p．138．   
68）M五壷はToby と結婚しそうだし、九Ialvolioには反抗する。   
¢9）Mahood，p．142．   
70）Kenneth Mu廿，Tゐgぶ〃混作e＝／ぶ毎如且♪edre’s烈αヅSくhndon；丸1athlユen，1977）  
pp．132－40．   
71）大山敏子編『十二夜』（旺文社文嵐1972）pp．170－1．   
－2〉J鋸J．，p．171．   
糊．肋吼p．169．   
74）瓜吼p．167．   
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佃 肋弟p．168．   
頼 Crリ注7、注45．   
Ⅲ この愛情関係には01il▼ia という役の少年が不在の01i、■iaの兄である成人男性を  
愛すること、01iviaという女性と不在の兄との愛情関係も加わるし、SebastianとAn－  
t。Ilioの二重の関係もある。   
78JWalter N．King，“Introduction”，T8CeyLh Nなht，Walter N．Kirlg ed．，（N七  
JerSeさ▼；ASpectrumIわok，1968），p・11・  
†9）JanKott，朗崩明叫m C厄（加廟哩摘町 p．177．   
即）助坑p．235．   
